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／J ・．・二毎軍人一作車革検査機除  
一     正頼  
し＿＿．▲＿＿＿．＿＿．＿二．：．＿  

l．依 頼．者   

2／受付年月日   

3．拭科 名  

有限会社 ネ′く∵ク∴殿・■   

平成‘9年6月4白  

MISTEft∴FOG  l点．  

4．試験項目及び結果  

水．・  ・成分の定性 定取  ．49   

（wt卿・   
ポリエチレング．ソコ∵ルナI  ニノ 48  
2∴プ．口パノ∴ル▼  

クリープランド   l恒柑 引火せず一  2回白 引火せず  平均値・   
開放式引火点 ∵  設定腹壁一川2℃’  設定温度・一川卓℃‘，   一く  

GC⊥MS分析で鱒、ポリエチレングリコ叶ルの全成分・を検出す皐 

． 

t  

ングリコ十／し  

であると判断される。  

翠21◆oqか与水と■・針Tプヮノセィrルの定庇鹿を草し引いた値をポリエ≠ ．′ング叩十  
■■ル史とした。・  

淡3・・102℃付近で試観衆が消え，以後知恵不可鱒にな＝つた。  

5．試験方法  

5．1．成分分阻  

（l）成分定僅分析■’一叶ニーⅠネ（7十り．エ琴疲赤外分光光密計）．鱒＼  
二∴GCr・M◆s摘不■夕．d■マトタラ7・∴質草分析計）世  

FT†T・申測定条件．．  
、・測定鹿：バイ耳ラ 
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一分解儲ニ‘畠．0．伽1  

L■ABl．FTS－■60  G
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スキャン園教：64甲．  

∴万．法∴KBI・液膜紘一  

・東京事業所〒131＼東京都喝田区東向島4  

∵総常に緻く－・  

一1・t一郎話舶一抑4rllOl昭）－  

この試  報告杏を翫  職するとき牲、解肘に  当協会の承認を  受け・て．くださ■いd   



∴・団  

GC MS瑚定 ∵条件  

’利定 職：HP社製ItP＼◆S890 ヤリニズⅡ∴  

Ⅰ・1■p拙製 斗汀－59ア1∧・．‥  

二■カ▲●ラ’－ム：l川－1＼■．・0．25・m畔3．：d血膜厚1〝m  

杜入‖湿度：・280℃  

カラネ温度：．  t0℃／1れin  

300℃（5r〔仁∩）  50℃（2min）「∴  

キャリアガス：へサウム  

（Z）2－プlコバノ干ル定塵分析∴GC挟   

∴測鱒 条 件．  
軋濯恍‥HP社製両∴二＄890∴－シリ†  

かナ・ムこG－250・40rn■×．l・．2mm・d   
・．注入口漁度∴■■100℃  
カラ本塩度；5■0℃◆  

■ 検せ蕃＝一FID（火葬炎イオ．シ．化検出軒  
．■キャリナガス：ヘリゥ．ム  
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（3）水分鹿ゐ測定  ・か－ルナィ，ツ．シ‘十汝一■   

沸定袈匿：≡針ヒ成工期嘩■デジタル徴魚水分測定褒曙CA－一06垂  

＝三菱化成上廉㈱製感覚蹄定式水分測定褒匠KF∴06塑  

亭・2引火点軌険■tJT亭二K．－2－285■クリTブランド働既武∵  
，測東森附  

覿敗実施日ミ  平成9年 6月 9U’．   

試廟嘘所  財団法人 化掌晶横行阻仝・   

紙醜鎚施者  由と＝朝朗＝   

拭験条件  温度・2■化温度‥s8如臼，・・大気圧・・・1qO9hP  

■以◆トー‘   

（受付ぬ15・7トぬ48仁   
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